
　四万十川の現状を知るため、川とともに生きる人々へのインタビューを四万十市が行いました。これまで四万十
川のために流域住民が取り組むこと、気にしてほしいことなどを紹介していましたが、流域に住む人たちでも、地
域が違えば取り組みなども異なってきますので下流部に住む方へのインタビューの内容を掲載させていただきます。

　今回は、100 年後も四万十川が清流であることを願い、環境に配慮した農法
で栽培されている「しまんと農法米」について、高知県農業協同組合の福留さ
んにお話を伺いました。
※しまんと農法米の詳細はvol.２（令和４年４月号）をご覧ください。

　やはり昔と比べると四万十川は汚れてきたと思う。そこで、四万十川を守るために農家ができることとして「し
まんと農法米」を紹介したい。
　しまんと農法米の主な特徴は、浅水代かきと農薬５割減栽培（高知県慣
行農法比）である。環境に配慮しながら美味しいお米を作るためには相当
な技術が必要だが、現在その技術を有する 13 農家が取り組んでくださって
いる。また、しまんと農法米の売り上げの一部は四万十川清流保全基金に
寄付されており、四万十川の環境を守る活動に利用されている。このように
環境に配慮したしまんと農法米に取り組むことで、農家の皆さんも四万十川
の環境保全に貢献しているという自信を持っている。


